
122.伊香郡高月町葛篭尾崎・

尾上湖底追跡出土の

磁鉄鉱について

昭和59if.3月に災地した比上湖底追跡の発掘鰐3をは、

従来、分布例代や泌物保身5でしかその災悠が明らかに

されていなかっただけに大きな成果をもたらした。 こ

こではいくらかのまj禍IJ~のうち、~~~胞について若干の

立見をillべてみたい。

!I 

i調1f.J也l;t、 1桜子主f己主幹lみの段階2おから少し来へと廻リ

込んだゆるやかなiヴ部にあたり、向月前Tと湖北町との

町岐にi!IいO.{il都市月前大宇片山字、予ヶ j前994番地と

その地先(i却i)rド)である.飲料水となる導水管の配置計

l射にむとづき、洲lp線に I(正交する形で陸上から湖中に

かけて一直線に調布区を設定した.調炎例所の会長li

水陵あわせて43mに及ぴ水中部分では32mであった。

JII 

測を後まもなく、湖中部分の調T電機内に多量の鉄鉱

t'i・の存在することが|当)U)l した.出土位置は、 ~T線から

8 n1(7)例所からはじまり 16mのJt!!先まで}ft.んでいるが、

そのJiij後でl;t1殺はにしか倹:l~できなかった。

また、その深度l草、 i却lほから浅い例所でー10cIII、深

いところでー 1mも下であリ、水聞からは ー 170cm-

190cm前後であ った.
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その大きさもまちま

ちで、 30cml!!lカ大のも

のを筆頭に 、!Iiりこぶ

し大、税指大、小指犬、 l・

さらには般::riでないと

係集で き品1~、、少粒のも

のまで包放されていた。

鉱石の袋而はさらさ

らと光ワ、なかには小

指大て・多簡保の給，fltを

示すものも含まれてい

た。(1]:・:ri参!l日)

一見砂鉄を思わせた

砂弛状の鉄事責む 、砂鉄

鋼蛮箇所と骨折されt:

銭箆石出土鳩

のような手立のそろった 飼'1箇所と分析された鉄鉱石出土泡

しかも角のとれた校状ではなく、 2醐-11111凶方のも

の、さらに O.5I11Ol問方に至らないむのまで午、砂殺とな

った時期が新しいせいか、すべて14をもつものばかリ

である.

ここにもこの砂粒状のものが、大→中→小と自然に

あるいは人工的に破作さ ILていった過校を思わせるも

のであった。

周知のようにi:.i活路崎のiNlli¥:遺跡では縄文:早期以降、

平安時代までの数千年以 J:にわたる名問弁Ir.t;代の逃物

のIHニlニをみているが、この地で峨鉄鉱の磁認をみたの

は今回がはじめてであ 勺た.

この磁鉄fJi:がいかに1171伐のすぐれたものであるかは

吋

各種磁鉄鉱
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れよう。さらに詳細な こと

は、その化学的な分析結果

をまた1♀{まなるまい。

ここでは、言語法尾崎にirrt. 毛

いマキノ |町内の鉄鉱石の1E S 

求|や、i，¥)Jj菊のものを紹介し

つつ、当治問、の今後の需品怨

について触れることにする。

w 
iM北で詳細な分析をうけ

た?キノ鉱山は、i/;j)北の{妥

で有名なiiif.i京大崎の弁天j兵 調査箇所逮祭、背後{ま葛篭尾崎

マキノ鉱山

l号坑々内地質図

A冊

亡コ怠啄

口
冨墨田瞥'

鹿沼間

E白紙.
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(潟.1ii{総氏作成による)
東織に{立i墜し、昭和39年~ ポンプ小屋の手前水中が鉄鉱石の出土箇所

40年にかけて鉱道を設けて係鉱が災施された。 とのことでめる。また、 化学分析値 は別表(第 1表)の

この地械の鉱床は、鉄父古生!窃(粘板岩、チャート、 とおりである。

島車線凝灰岩、石j民法からなる )に質入する製雲母花開

岩のj安触交代作用によってとUlたむのである。一般に

機触交代鉱床と Il乎ばれているが、按Iq虫交代作用によっ

V 

湖南の i)h(J内 ~I争遺跡で採集した鉄鉱石では 、 色部!の異

なる昔日位で分析をililめたところ 、黒色膏11はマグヰタイ

て生成されたIf?i;f1tのスカルン(脈石鉱物=マキノでは ト 、 白色および臼緑色苦Illij有 I~~l石 、 燐罰金カルシウムか

波灰鉄鉱、灰3疾患1¥石、法灰石、船綿布、祈炎、方解石 らなリ 、 リン(p)とカルシウム (Ca)が多いことが特

など)幣中に不規則な塊状をなしてsIJJ古しているとい i設である。(第 2表)

われている。 また、 野路小野山では、いずれも表[訴はj炎場、偽色を

なお、以微鋭下では 、ζの地域の鉱石鉱物{立大部分 呈する磁鉄鉱て¥顕微mでは大部分淡灰色を呈する磁

磁鉄鉱であるが、総に体鉄鉱も認められる場合がある 鉄鉱て111められている。そして、微細な桝目沿いに偶

~I ;喪 マキノ鉱山鉄鉱石化学分析健

fe WI，(扮 feO WI.(~~ Fe.O. Wt.(紛 SiO WL，l%l s W，.(惣 P WI，(j喧 Cu Wt.(%l ルIn WtJ3eJ C.o wt.{1骨
i質 5-6 33，84 31.86 1， 0.05:1 
来 S司 11 18.27 43.50 lr. 0.015 
1冨 S-13 57，24 6.60 tr， 0.067 含有しない

綬 S-15 38.22 40.03 0.03 0.026 
i旺 x~ ① :11，86 20，42 22.92 31.96 0.18 0.12 Lr. 2 17 13.31 
泌氏 ② 28，23 14.73 24，04 3:j.92 。12 0.13 U'， 1.19 14.98 
援* @ 27，50 17，40 20.03 35.10 0，27 0.06 tr. 1.86 15.8l 

波 大11Z泊税局11J~;定持分析 成政問1陣liu，，f;flll出鉱可住所分桁

第 2表 大潟市議言内線製鉄遺跡鉄鉱石化学分析値

O. I Fe会o. I MnO I MgO I CnO I Na，O 
7.59 1 0，Jl I 2.44 I 40.35 I ()ω 
942 I 0.14 I 3.29 I 37.08 I 0，86 

0.20 I 1.O'l I 93.37 I 0.13 I 0.56 I 0.60 I 0ωI  0.00 

G - M ・-(1)内 色~I'J立ff，部分 G-M (幻内緑色非敏性部分 G-M-(割強磁暗部分.x線分締
給処。且i鈴鉱仰み. t l~!有1却年12)J 13rt‘tli q史 、 前喝{湾~fì分析による}

事再3表 :r;:湾市野路小野山製鉄遺跡鉄鉱石化学分析値

(1:可制雌氏円未発公資料による}

siO， 1 TiO， I _ ~I._QLI__r.，_，Q.摂 I MnO 
N0-5 I 2.82 I 0.，5 I 1.44 I 例。'11 I !i~:Í2 I ι:lS -1-----0.言語

NO-日以釘:r..3¥ ~ 208.0 g 絞Fcρ，1<1士紋合意味する。(府保ヲ主iii分制による)
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鉄鉱化のi並んでいるところと 、微誌のスカルン鉱物( 主主立されはじめ、古駁に納めた鉄鉱石や広島県カナク

法闘を縦鉱物)ゃJJI~4'ï鉱物が認められるという。このこ ロ谷製鉄遺跡出土の鉱石など資料の均加をみている。

ともまた、これら鉄鉱石がどこで産出したものかを考 l架下では、今津町の中塚古墳群中より昭和59年 1月唄

える場令、今後輩大なこととなるであろう。(第 3表) flj:ぴ製鋭機が発見され、製鉄が五世紀代にさかのぼる

いずれにせよ 、これら分析資料もまだまだ少なく、 ことを明らかにした。

今後の資本|築総をまたねばならないといえる。 砂鉄製事Iiに先だち欽鉱石製錬が近江を中心に古代に

VI おいて操業されていたことが定鋭化するのも間近いこ

砂鉄で者名な中国山地(奨千平等)でも鉄鉱石製主主が とであろう。(丸山竜平)

…一……………剛一…………J酬ー……....111111_....，..，..111剛山畑輔副…銅山崎銅山崎………・

123.大型葦杯の 1、 2の

問題について

はじめに

近年、県内各地て'発機関設が地加し、仁l'でも湖南地

区における開発は急激で緊急日間iJ3!i:件数と蘭絞はうなぎ

登 1)の状況である。このI'tで古喰11喜代後期の集務制:の

調3"H殉が増え、その出土品の中に須恵・総の大!fl議杯が

相当数含まれていることがi~J ってきた。 lR下では野洲

川流域て・限定されており 、集団の性格を限定できるよ

うな分布傾向を示して いる。以下造物総介をし、その

性絡の一部を検討してみたい。

出土遺跡

l 守山市宮身ι132L跡
日目柄]57~'ζ 湖千f..守山市古身町に所有する市役所を

中心に広がる古島11時代中、後JUJグ〉集洛跡である。大盟

主事IH布教育委員会の調査した飴jp}rで 1点;認められる。

口径20.3cl1l、 残存高 6.2cl1l、立ちあがり都高 1.7cmを

iHlIる。体苦Il外阪にナデが残り 、内面も撒ナデで仕上げ

る。色~~I;t/天白色である。①

2.悶遺跡

昭和]56年に測続。守山市側町に所在する古墳時代後
ー曲

19Jと平安時代末一鎌倉時代にかけての築1o跡である。

本出土品は 4.¥主総認され②IHケすの残存でほぼ全容を

安fIることができる。口径21.2cm、骨量向 9.5cm、立ちあ

がリ苦1I尚 1.8cmそ測る。外而は11阿部下半を11[1き、上半

をカキ自制緩で仕上け前る。内部{ま底部を叩きのあとす

りmし、体制iは繊ナデとする。 @Iま立ち上がりを欠く

だけで、金谷のわかる杯である。受:け部径21.1cm、口

径(推定)18.0c問、立ち上がり推定問 1.8cmをiWJる。

木品{主総成が不良でひずみがあり、続きぶくれが認め

られる。外部底昔IS1立抑止削りで仕上げる。他は内外聞

とも横ナデとみられる。④は破片である。口径21.6cm、

残高 6.1c問、立ち上がり部i¥'}j1.7cmをiJllJる。内外商と

も積ナデにより仕上げる。受部下位{まカキ白調宣告で仕

上げる。立ち上がりは短〈、!治土、 形態が，~なる。

3.下長遺跡

昭和58年に潟変。守山市古高E汀に所在するi5lJ:t時代
-<3> 

w1、後l!ilの羽57喜跡である。後19Jの掘立牧建物からなる

よIHi高で、本品は構内から出土した。⑤は誌で口径20.0

cm、然高 5.6cl1lをi!lIJリ、天井部は回転へラ削 。)、 他は

椴ナデで仕上げる。全体に灰色を塁す。⑥も談で、推

定口径21.8cm、株高 6.1cmを加11る。破片であるが天井

部をへラ削リ 、他を横ナデで仕上げる。⑦は訟で口径

19.4cm、総i匂(妓存) 6.0cm、ロ縁の段のjSj3.0cmを

il[IJる。 3点とも灰色、灰白色系の色調を笠す。

4. 官身南逃跡(~以下@)

昭和57年に制在。守山市浮気何に所在するi5綴l時代
ー申

後期を中にした集滞納:で本品I立大型の後穴住居の検出

中に出土したものである。 l肉l紛争径 6.0c問、線高不明|僚。

5.吉身北遺跡⑨

昭和56年に翻査。守山rlj梅悶肝Iに所者Eずる古検時代
明 暗

後mJのUH~跡である。本品 l;t口径22 . 6cm、総高 6 . 8cm

(残存)、立ち上がり tlll向 2.1cmで、受け昔11下位はカキ

回線授、その他は徽ナデで仕上げる。

6.その他のi立跡

県内でその出土を線認したのは中主町五条遺跡があ

るだけで、保身、序章ら:のニ.fiTiがある。公表されていな

いが、現地調遊説明会で展示されていた。県外では和

歌山県紀伊風土.記丘資料館に、岐阜.操業ik'資料館に係
"骨

身が保哲:されている。そのf也、生産地での出土例とし

て陶邑古祭主1:群て'も出土例がある。

時期と特徴

市内i直樹、出土の係議、旅身の11寺j切については、その

例からみて通常の杯身、翌年のH寺J切を大きく災なるもの

とは完号えられないので 、 陶色古芸民社鮮の H寺lUJ~弱王手を参
・骨

考にしてみるとおよそ 1~I'l式の終 1) から H型式の 3 ま

での時期に把えられるものと言えよう。 ~I'主の例にお

いても当該11寺Wlに入るものと考えられる。形状や手法

の特徴として 、E手では、成苦IS外商に叩きを絡すもの 、

i惨止前Ijリを行うもの、カキ自制泌を1泌すものなどがあ

って、栄l;t夫弁帝1Iをへラ削リ、その他は徽ナデとして

いる点、で共通点が認められる。

用途と性格をめぐって

およそ 6世紀初一中裁にかけて生産逃跡、i路1聖地を

通して{並少の生産、消波しかなかったときう点で、特

定の集団が生産者に要望して作らせたというように考

-3-
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えられる.ニの場介のお裂の目的が間総となるのであ

るが、未だ明快な結治を持ちあわせていなも、。と ころ

が限定された時期の製品であること、 集{&内での出土、

少訟生Niとお要から、特殊な泌物とみて良いであ ろう。

この場合、:11土i立怖が1ft'}!!となる。問i立幼;I~盟E穴住居

内 、 他のiû跡では'~火Ll:'，';'を主休とする集落の周辺に

~れた泌内一- JJ身 rl' ， T'f身ltm~JiIí立件延物のみのよ長

潟内の ìl\~内一-lq~遺跡のように、古川崎代後期のよ長

洛のニ般にf!ドなって山 t:しており、 持1;立柱建物語喜子高に

移行しつつめる1"j反応併に民Ij持した巡物であ ると考え

られる。下炎治則;(:J:布111JUIにあって慨に州立柱遺物を

採用 し遺跡のt~tì'~ した 6 1!l:紀 Lp~必まで、変わることの

ないll¥物である。 l碍遺跡では1吸火伎町ーに少しi笠iLて3

間 51笥の大;J;JW1な処物が/f¥J]i.し、 6ilHc!'1'3徒にその時

期を求めることがで芸、 Jf身北j立跡、官身雨逃湖、にお

いてもやはリ 6i世紀中葉に仰i立付.組物の出現を求める

よとが可能である。これら:ilよ遺跡の特長が、当該大

Jt!停を使用し(;1.ιめる頃に.JJm.1L性強物を採用するとい

う点にあリ、住民の変化と無関係でないことがうかが

われる.とすると、.JIH谷内町長1Mが求めた須忠:緩め大

呼!勾'I~ ，この建物のI也fj'iのまつリの時などに用いられ

。 10 20 
COl 

図 2 

た祭配周jl't物として考えられる.そのfflj盆IjJ也鎖の直

会に使期される F飲食儀礼』の骨量ではなかったかと怨

{象するものである.いわば、私的;な所1i・物でありなが

ら公的B的で使用するためiStれの原114宇品には当てられ

ず、集孫内てサ町立したのであろう.

(山崎秀二)
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しているのが興味深も、ょの:fU:の傾向にも性

絡を決定づける要おがあると思われるが、Iff洲

町の丘陵、屯 E町の山手にき在かれた后g宗と関係

深いと忠七草!怜:~で-M:絡を jf!究してみたい。
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